横浜いずみ学園性教育方針
１横浜いずみ学園の性教育の考え方

　①職員は、横浜いずみ学園を利用する児童に対して、適切且つ必要な性教育を行う。
　②性教育とは、生きる力を養う教育であり、また自分の身体や心、他者の身体心を大切にできるようになることである。
　③入園前に性被害を受けた児童については、特に注意深く見守り安心できる生活設定を行う。

　　陥りやすい危険な状況や行動が回避できるよう支援する。

　④入園前に性加害を行った児童については、園内環境を整えるとともに、児童自身が二度と繰り返さない決心をするための生活設定と必要な課題プログラムの設定を行う。行動を見守り継続して指導する。

２入所児童に対する性プログラム

　①生活の中での教育

　　・自分の身を守る事を教える。

　　・進退を清潔に保つことを教える。

　　・子どもからの性への疑問に対して、職員はきちんと答えていく。

　　・各児童にとって必要な性の知識は何か、性への知識がゆがんでいないか等、見守り確認する。

　　・性教育が必要と判断した子どもに関しては、担当職員が中心に検討する。
　②第２次成長についての教育

　　・身体や心に大きな変化がある時期であり、性への興味が高まることを意識し、適切な支援をする。

　　・看護師と協力し、担当職員が注意深く見守り、各児童にふさわしい教育を行う。

　③CAPスタッフによる権利擁護の学習

　　・年１回２日間、小中高校生のグループに分けたプログラム

　　・全入所児童対象

　　・職員向けプログラムを必要に応じて、年１回程度開催

　④外部機関の活用

　　・必要な児童には、児童相談所が行う性教育関連のプログラム等への参加を検討する。

　　・学園外で問題が起きた場合は、県警察本部の少年保護センターへ相談ができる。

３性の問題がおきた際は、性暴力対応チームのマニュアルに沿って問題を解決していく。

